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新
「
深
谷
市
」
の
誕
生
に
伴
い
消

防
団
組
織
も
広
域
再
編
さ
れ
、
組
織

名
称
も
「
深
谷
市
消
防
団
」
に
な
り

ま
し
た
。

写真前列左から、堀
ほり

江
え

花園支団長、今
いま

井
い

岡部支団長、奥
おく

野
の

副団長、坂
さか

田
た

副団長、栗
くり

原
はら

消防団長、馬
ば

場
ば

副団長、馬
ば

場
ば

深谷支団長、富
とみ

田
た

川本支団長
中央左から、野

の

本
もと

第１分団長、藤
ふじ

崎
さき

第２分団長、関
せき

和
わ

第３分団長、瀬
せ

下
した

第４分団長、
木
き

元
もと

第５分団長、大
おお

島
しま

第６分団長、高
こう

野
の

第７分団長、植
うえ

竹
たけ

第８分団長、吉
よし

岡
おか

第９分
団長、田

た

野
の

第 10分団長、長
なが

瀬
せ

第 11分団長、河
かわ

田
た

第 12分団長
後列左から、小

こ

林
ばやし

第13分団長、橋
はし

本
もと

第14分団長、新
あら

井
い

第15分団長、内
うち

田
だ

第16分団長、
佐
さ

藤
とう

第 17分団長、河
かわ

野
の

第 18分団長、笠
かさ

原
はら

第 19分団長、清
し

水
みず

第 20分団長、大
おお

沢
さわ

第 21分団長、吉
よし

岡
おか

第 22分団長、根
ね

岸
ぎし

第 23分団長、沼
ぬま

尻
じり

第 24分団長（写真は笠
かさ

原
はら

第 24分団副分団長）、長
なが

島
しま

第 25分団長

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
消
防
精
神
の
も
と
に

組
織
さ
れ
て
い
る
深
谷
市
消
防
団
の

平
成
18
年
度
新
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
日
ご
ろ
各
自
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
が
発
生
し

た
時
に
は
、
た
だ
ち
に
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、

昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
活
動
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ 
消
防
本
部
消
防
総
務

課
（
☎
５
７
１―
０
９
０
０
）
へ

血洗島・南阿賀野・北阿賀野
横瀬・町田・上手計・下手計・大塚

上敷免・高畑・内ヶ島・矢島
大塚島・起会・谷之・戸森

岡・岡里

普済寺・岡部

本郷・今泉・針ヶ谷・
山河・櫛挽

深谷町・田所町・西島４丁目～５丁目・
田谷（市道１号線以西）・東大沼・栄町・
西大沼・曲田・萱場・見晴町・宿根・伊勢方

小前田・荒川・武蔵野

黒田・永田・北根

榛沢・後榛沢・山崎・
榛沢新田・沓掛・西田

櫛引・大谷・境

人見・樫合・柏合・折之口

田中・上原・長在家・菅沼・
瀬山・川本明戸

本田・畠山・白草台

上野台・桜ヶ丘・
東方（ＪＲ高崎線以南）・
秋元町・上柴町東・
上柴町西（1丁目を除く）

東方（ＪＲ高崎線以北）・
原郷（東部・北部）・常盤町・
国済寺（東部）・東方町・
国済寺町・幡羅町１丁目・
本田ヶ谷

深谷・仲町・本住町・稲荷町・
稲荷町北・天神町・西島・
西島町１～３丁目・緑ヶ丘・
田谷（市道１号線以東）・寿町・
原郷（中部・西部）・幸町・
国済寺（西部）・上柴町西1丁目

宮ヶ谷戸・上増田・蓮沼・
藤野木・堀米・江原・石塚

明戸・沼尻・新井

新戒・高島・成塚
中瀬

深谷市消防団役員の皆さん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

ほ
ど
、
内
閣
府
か
ら
春
の
叙
勲
・
褒

章
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受

章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
、
多
年
に
わ
た
り
各

分
野
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
た
５
人
の

か
た
が
受
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

髙た
か

田だ

宏ひ
ろ
し

氏
（
上
野
台
・
70
歳
）

元
東
日
本
貯
金
事
務
計
算
セ
ン

タ
ー
所
長

眞ま

下し
も

和か
ず

江え

氏
（
宿
根
・
77
歳
）

保
護
司

中な
か

川が
わ

征ま
さ

人と

氏
（
黒
田
・
61
歳
）

元
１
等
空
尉

上う
え

田だ

品し
な

八は
ち

氏
（
岡
里
・
78
歳
）

元
警
視
正

河か
わ

田た

辰た
つ

雄お

氏
（
東
方
町
４
丁

目
・
77
歳
）
元
警
視
正

▼春の叙勲▼春の褒章

▼危険業務従事者叙勲

　

市
で
は
、
行
財
政
改
革
に
関
す
る

事
項
を
調
査
・
審
議
し
て
い
た
だ
く

「
深
谷
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」

の
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

２
人
（
男
女
各
１
人
）

■
委
員
の
任
期　

２
年

■
応
募
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
か
た

①
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
、
20

歳
以
上
の
か
た

②
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
し
て
い
る
か
た

③
年
６
回
程
度
の
平
日
開
催
す
る

委
員
会
に
出
席
で
き
る
か
た

■
応
募
方
法

　

必
要
事
項
を
記
入
し
た
公
募
委
員

申
込
書
と
、「
私
の
考
え
る
行
財
政

改
革
」
を
テ
ー
マ
に
ま
と
め
た
小
論

文
（
８
０
０
字
程
度
）
を
、
行
財
政

改
革
推
進
室
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
に
つ
い
て
は
、
６
月
23

日
㈮
必
着
で
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
公
募
委
員
申
込
書
は
、
行
財
政
改

革
推
進
室
、
本
庁
舎
総
合
案
内
、

各
総
合
支
所
総
務
課
に
あ
り
ま
す

※
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年

月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
、

勤
務
先
（
学
校
）、
経
歴
、
社
会
活

動
の
経
験
、
応
募
し
た
理
由
が
明

記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
任
意
の
用
紙

（
Ａ
４
判
）
で
も
応
募
で
き
ま
す

■
選
考
方
法
・
結
果
通
知

　

応
募
書
類
を
審
査
の
上
、
選
考

し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
か
た
全
員

に
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

行
財
政
改
革
推
進
室

〠
３
６
６―

０
０
２
９

深
谷
市
上
敷
免
８
５
８

（
深
谷
市
消
防
本
部
庁
舎
内
）

☎
５
５
１―

３
７
１
１

gyoukaku@
city.fukaya.

saitam
a.jp


